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ニ トロ化合物の熱反応性 (第4報*)テ トI)トール

の熱分解 (2)
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熟爆発は反応系において発生する熟丑により試料の温度が上昇するために起る｡一月馴ここの

ような軸 は反応系の駄科の虫を多くするほど起?やすい｡

DTA によるテトリトールの熱分解を前報に報告したので.今回は駄科の故を増加した場合

の熟反応性について検肘した結果を報告する｡
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I. 穂 首

机租1)にテトリトールの熱分解およびこの熱分解に

およばナ各屯添加物の彫哲について.主に示差熱分析

(DTA)を用いて故射して報告した｡

発紛 解を行う系では抑 Iの虫を多くすると,発生

する熱丑が外界-地政する熱血を越え,分解が熟連鎖

的な退転で加速度的に過行し.発火.爆発に移行する

ことがある｡

DTA で用いられる拭科は 10-)00mg中位である

から,今回はこの点を考慮して耽料 300gを加熱した

場合のテトリトールの熟挙動を検討し,この結果を報

告する｡

2. 夷 験

2-1 拭 科

テトiIトール (TNT70%,テトリル30%)および

添加物 (ゴム.未払 布,横など)はいずれも前報に

述べたものと同一のものを使用した｡

2-2 8 tl

テトリトール 300gおよびそれに添加物を粒々の割

合で加えた飲料を 500mLのナス型フラスコに入れ,

油浴中で畠iaから加熱してゆき,浴温および洗浄の温

度を軌定して紀妊した｡またこの際,分解の状況をカ

メラヤ,カラー写共として紀録した｡

3. 特異および考察

Fig.1にテトリトールのみを租々の温度 で加熱し

たときの飲料温度および分解状 況を示した｡(I)は

100oC,(2)13OoC,(a)140oC, (4)は 150.Cに相当
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する｡

加熱温度が 140oC以下の場合は5時間以内で発火す

ることはない｡しかし.発色ないし栂色のガスが発生

し,このガス発生は温度を高くするほど短時間で謬め

られる｡これは弗熱分解の温度よりもかな り低温 で

NO 2 ガスが検出されることを飢掛 こ述べたが,今回

は加熱妖料が多いから肉眼でも薄められた｡

加熱温庇が 145-15がCになると.浴泡よりも耽料
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の汲虎が拓くなる朗向が見られ,発砲後発火に到る｡

このため温度の同節が田薙となり,RunNo･(3).

(4)および (5)(Fig･3)の)例を示した｡

柵 50mgを加熟した DTAl)では 180℃ 付近よ

p発熱が検知されるのに対し,この歩合は DTA の

場合よりも 30-3㌢Cも低温で発熱分解が過行し,こ

れが加速されて発火に到ることがわかり,丑的な因子

が発火におよぽナ彫哲が良く理解される｡

次に 140oC付近で加熱冷却を練返し,合計約26時間

加熟した爽故例を Fig･2に示した｡
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l回目は敵解後 140℃ に連したのち冷却した｡2回

目から長時間加熱を蝕返したが,見掛け上分解が一番

欺しかったのは2回日で,I回目以後は加熱初期に少

丑の発色ガス或いは自席が生じる良度であった｡

耽料に対する熱処理の鱒 をDTAで故肘した際l),

15qCで8時間処理すると,未処理のテトリルの歩合

は 180-22伊C,250-280℃ の2つの発熱ビーフが箆

められ引こ対し. 1段目のピーク即ちテトリ)I,の分解

に相当するど-クが消失して2段目の発熱ピークのみ

になり,したがって予熱の岡にテトリルの大栃分が分

解することを報告した｡

今回の央故で2回日の加熱で見掛けの分解が特に故

しかったのは,DTA の結果と同様にテトリルの分解
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がこの間に進行したからだと推河される｡

次に添加物の脚 について,ゴムおよび木掛の例に

ついて Fig.)に示した｡
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oEtetrytoIT)TA の結氷でもゴ

ムや米粉を加えると,分解温度が無添加の場合より20-

30BC低温になったが,今回の共助ではさらに低温で

分解がおこる｡即ち 10がC付近からガスの発生お

よび分解による泡立ちの軸 が見られ.発泡が汲しくな.

?たのち発火に到る｡特にゴムの場合,点が増大

すると発火温度は低温となる｡テトリトールおよび

テトリトールにゴムを添加した場合の発火の遠軽 を披好して観察した爵果を Fig.4

および Fig.5に示した｡Fは･4 Photographicobservationofbumi叩
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tulmitttmテトリトールのみの歩合, 140-145qC付近よりフ ラスコが冷色とな9.

15げCで発泡し,柵色ガスがフラスコのJ)より出始める｡19OqC付近で自虐が敢しく

生じたのち,フラスコ内瀬より発火し燃焼する｡この地

境はかなり赦しいもので,赤色の炎が中心部に見える

のみで,その回りに県虚が殺ししく立ちのぼる｡菅を尭して酵時に分解した共助

例もあった｡赤色ゴムを 30g加えたものは 125

qC付近でフラスコが柵色となり,同時に発泡する｡

以後発泡が救しくなり,15伊Cでオー/,'-フ

17-し始め,これが2分役に発

火した｡さらにこの火は内鰍 こ移り噴火するが,こ

の炎は明かるく,また大きいが,テトリトールのみの

掛合よりも救しくない｡これは野火するまでにかなり

分解が遊行しているためだと考えられる

｡これに対してテトリトールのみの場合,

分解が徐々に進行し始めると同時に発火するため,帝火というよ?発熱分解による炎という感じであり,このため炎および鯉 が故しくなるものと

考えられる｡これらの結果を Tablelに蜘 した｡TAtlleI D∝omposilionoEtetrytoIAndmizbresOEtetryto1-8ddi
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thistempem ttLreゴム以外の添加物で

は発火は起らなかったが,発泡し始めの温度で分解

が開始されたものと考えられ.チトリ

トールのみの敏合よD低温で分解することがわかる

｡ またこの温皮は DTA の歩合よりかなり低温であ

った｡以上の典故結果から次のよう

な推飴が得られるoI) テト

リトールは丑が増大すれf棚 を生起する｡ 2) テ

トリトールにゴム,木粉などを
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本香は火兆全般の事項を.WzLBCgBerlin(1932)I

WaSagChemieAG(1961)で略述柑典したハンド

･プ･/クを1973に改打した姉3版,たてよこ21×15

cm,326ページの冊子である｡

各私の化合火弧 および浪合火薬 (について杜性

質,火薬特欺,OB, 威力符の血史データ. 典故,

用法等が祖述され).涛加札 栃料鼓索租体, 火薬

理飴典故法等文に格付たとえば RDXを500項目に

わたりABC朋にまとめている｡

我尾には火恭新の化学, 理由, 我近, 頗弗, 罪

破,兵乱 浜規馴こ抑する回春雑泣 く勿飴青々の工

業火薬協金港も含まれている)の一発乱 蓉東には

1500の見出し簿 (GltChword)の索引一一術伊につ

いては英,独,仏静も- が叔せられている●

文革は平易で了解しあい｡ドイツ舟の火燕関係事

項をしらべるのに大変伯JP便利で火弗は勿由一収の

化学,土木,鉱山の研究所,学臥 工軌 辞典所,

仕事現乱 商社又旺特肝事務所の人々に役立つもの

と思われる｡

経常に伐する良巷である｡
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